
 

 

 

 

 

 

 

 ＯＤＦ解析結果の評価を行う 

  ＶａｌｕｅＯＤＦＶＦソフトウエア 

  Ver.2.36 
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      Source￥Pole￥ValueODFVF￥ValueODFVF 



変更履歴 

* 2007/08/15 

 * Ver1.72   2008-12-05 GetHomeDir()対応 

 * Ver1.730  2009-03-12  HELP 

 * Ver1.740  2009-10-30  StandardODF dir set 

 * Ver1.742  2010-01-06  コメントを外す。 

 * Ver1.743  2010/06/28  gc() 

 * Ver1.744  2010/09/13  PrintDisplayのサポート 

 * Ver1.745  2010/09/17  日時不正使用防止策 

 * Ver1.746  2010/09/26  日時不正使用防止策設定ミス修正 

 * Ver1.747  2011/01/23  repaint() 

 * Ver1.80X  2013/03/16  権限変更 limitは 13/03/31 

 * Ver1.82X  2013/06/15  TExToolsの表示で比較データがずれてしまう。 

 * Ver1.83X  2014/04/01  Rp%追加 

 * Ver1.84X  2014/04/23  LaboTex以外のＲｐ％の規格値を indata->outdataに変更 

 * Ver1.85X  2014/04/23  NewODFのサポート 

 * Ver1.86X  2014/04/29  LaboTex TPFファイルのデータ繋がり対策 

 * Ver1.86X  2014/04/29  NEWODF Rp%見直し 

 * Ver1.87X  2014/07/03  LaboTex,TexTools step 1.0 2.5 5.0 に対応 

 * Ver1.88X  2014/10/23  LaboTex step 2.0 に対応 

 * Ver1.88VF  2014/11/26  RecalcPoleFigure/VFPoleFigure をサポート 

 * Ver2.00VF  2014/12/03  Ver2.00VFで計算方法統一、データ点数２点に規格化 

 * Ver2.01VF  2014/12/30  NEWODFで等面積追加 

 * Ver2.02VF  2015/03/16 入力ファイルのタイムスタンプｃｈｅｃｋ 

 * Ver2.03VF  2015/05/02 LaboTexの極密度３ケタ対応 

 * Ver2.04VF  2015/08/22 getVFdata()の計算修正 

 * Ver2.05VF  2015/08/25 RD->NDのように軸変換したＯＤＦ図と VolumeFractionｎｏError評価 

 * Ver2.06V   2015/09/29 LaboTex TPFファイルによる外部起動の実現（CTRODFより） 

 * Ver2.07VF  2015/10/11 外部起動以外 error、入力データ８－＞９で２ＤＰ対応 

 *            2015/10/19 Rp%の Averageを表示 

* Ver2.08VF  2015/10/22 LaboTexの TPFファイル２つ選択の場合、 

zero判断を limitが片側で valueODFCalc.setTwin() 

* Ver2.09VF  2016/01/27 popLAのサポート 

*Ver2.10VF  2016/02/28 外部起動時,resultb.EPF追加 

*Ver2.11VF  2016/05/05 VF時２つのファイル名表示とホルダ表示の ON-OFF 

*Ver2.12VF  2016/12/23 RigakuODFを StandardODF計算処理を流用 

*Ver2.13VF  2017/01/21 VolumeFraction評価時、indexの並び不良修正 

*Ver2.14VF  2017/02/22 入力極点図、再計算極点図、残差極点図を表示（LaboTex,TexTools,StandardODF） 

* Ver2.15VF  2017/03/24 外部起動から LaboTexの VFモードサポート（Step=5.0のみ） 

*Ver2.15VF  2016/03/26 TexTools時、極点図の中心データ表示されない修正 

* Ver2.16VF  2017/03/26 TexTools完全極点で極点図の中心評価がされていない修正 

*            2017/03/27 LaboTexIndex対策 L+aboTexTpfRead().checkm() 



 *    2017/03/29 LaboTex Monoclinicなどの指数対策 

*Ver2.18  2017/10/12  等面積の場合、極点図の中心は１点の比較,Expand修正 

*Ver2.19  217/11/16 TexToolsホルダ名変更、再計算極点図数が多いに対応 

*Ver2.20  2018/01/29 MTEXデータに対応 

*Ver2.22 2018/09/14  {200}{020}の区別のため、指数を得る関数内の gcd()を外す。 

*Ver2.23 2019/02/07 画面サイズ変更なし、日時表示 

*Ver2.34 2019/02/11 MTEX Hexagonal再計算極点図ファイル名が４指数対策 _(hkil) 

*Ver2.35 2019/03/08 MTEX ステップ間隔 2.5degに対応 

*Ver2.26 2019/07/03 MTEX ASCデータを反転して読み込む 

*Ver2.27 2019/07/29 TexToolsCW対策 

*Ver2.28 2019/09/03 追加 defocus処理による TXT2作成 

 LaboTex,TexTools,StandardODF,MTEXに対応、必要な場合追加します。 

*Ver2.28 2019/09/10 MTEXＲｐ％プロファイル修正 

*ver2.30 2019/09/24 再計算 Defocus+吸収補正 

*Ver2.31 2019/10/10 TXT2をサポート 

*Ver2.33 2019/12/09 MTEXの stdNormを外す 

*Ver.2.34 2019/12/29 再 defocus計算の次数を５から autoに変更 

*ver2.35 2020/07/10 MTEX3degに対応 

*ver2.36 2022/04/06 NEWODF(SmartLab)対応 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



目次 

１．概要 

２．Ｒｐ％の計算方法 

３．ソフトウエアの起動 

４．ソフトウエアの使い方 

５．ＬａｂｏＴｅｘの場合 

 ６．ＴｅｘＴｏｏｌｓの場合 

 ７．ＳｔａｎｄａｒｄＯＤＦの場合 

 ８．ＬａｂｏＴｅｘのＶｏｌｕｍｅＦｒａｃｔｉｏｎ解析の場合 

 ９．ＮＥＷＯＤＦの場合 

 １０．ＲＤ－＞ＮＤ変換のＮＤ変換したＯＤＦ図とその VolumeFraction結果 

 １１．ＬａｂｏＴｅｘの TPFファイルによる外部起動  

 １２．２次元検出器を用いた極点測定をＬａｂｏＴｅｘでＯＤＦ解析した場合のＲｐ％ 

    １２．１ Rigakuの 2DPで FEを解析する場合 

    １２．２ random試料から defocusファイルの作成 

    １２．３ 配向試料の defocus補正 

    １２．４ ＬａｂｏＴｅｘ向けＥＰＦファイルを作成 

    １２．５ ＬａｂｏＴｅｘで読み込み 

    １２．６ 極点図をＥｘｐｏｒｔしてＲｐ％の細部を確認 

 １３．外部起動 

 １４．ｐｏｐＬＡの場合 

 １５．入力極点図、再計算極点図、残差極点図の表示 

 １６．ＬａｂｏＴｅｘのＭｏｎｏｃｌｉｎｉｃなどの指数変換 

 １７．ＭＴＥＸＯＤＦの場合 

 １８．再計算ｄｅｆｏｃｕｓ処理 

  １８．１ 吸収を含まない場合 

  １８．２ 吸収を含む場合 

 １９．ＴＸＴ２の場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



１．概要 

 極点処理やＯＤＦ解析はブラックボックス的で解析結果の評価が難しい。 

  このため、複数のＯＤＦ解析を比較する為にＶａｌｕｅＯＤＦソフトウエアを作成していたが 

  機能追加を機会に、評価方法を変更して、新しいソフト名に変更しました。 

  極点図測定には各種ｅｒｒｏｒが存在しています。 

  例えば非晶質などのバックグランド、近接する他の回折線、試料取り付け、光学系の調整不良、 

  試料の厚さによる回折に寄与する試料体積の変化、試料を煽って測定するために発生するｄｅｆｏｃｕｓ 

  などが考えられます。 

  ＯＤＦ解析では、解析手法によるｅｒｒｏｒが考えられます。 

  このような問題がある状態で、極点処理結果や、ＯＤＦ解析結果のｅｒｒｏｒを評価しないで利用する事は 

  危険です。 

  本ソフトウエアは、 

ＯＤＦ解析した結果の再計算極点図と入力極点図の比較 

VolumeFraction解析した結果の再計算極点図と ODF解析結果の再計算極点図の比較 

   を行い、ＯＤＦ解析結果のｅｒｒｏｒと見比べる事で、最終解析結果の信頼性を再評価出来ます。 

 

２．Ｒｐ％の計算方法 

    極点図比較は極点図のβ方向の平均値を算出し、α方向のプロファイルを作成する 

 このプロファイルの比較方法として２種類の計算方法を採用している。 

  等角度極点図 

   測定極点図（α、β）を一律に扱う 

  等面積極点図 

   測定間隔を１／２としデータを拡張し、極点図の中心と外側（α＝０，９０）を 

１／２の重みとし、且つ、ｓｉｎ（α）の重みを付けて計算 

 

 比較する場合、入力極点図は完全極点図ではない為、比較する範囲で極密度の規格化を行う。 

 

 極点図では若干の位置ずれを伴う為、計算結果は絶対値ではなく単純の加算を行う。 

 又極密度の低い部分の影響を避けるため、計算に用いるデータには計算限界を行う。 

 

 極点図のβ方向の平均値プロファイルをｄ１()，ｄ２()とした場合 

   計算限界ｌｉｍｉｔ＝（∑ｄ１＋∑ｄ２）／２／ｎ／３とし 

  この値よりβ方向の平均値が低い場合、信頼性を考え最小値をΣＲｐ％に加算する。 

 

  ｍ＝ｄ１／ｄ２（規格化を行わない場合、ｍ＝１） 

  ΣＲｐ％＝Σ（ｄ１（）－ｄ２（）＊ｍ）／ｄ１＊１００ 

  Ｒｐ％＝ΣＲｐ％／ｎ 

   だたしは ｎ：平均化データ点数 

 VolumeFractionの Rp%では、特定されていない方位はｒａｎｄｏｍになるため、 

 ベースラインが上がる可能性がある為、ｄ１（）、ｄ２（）の片側が計算限界以下で最小値とする。 

 

 



３．ソフトウエアの起動 

 以下の２方法 

１）C:¥CTR¥bin¥ValueODFVF.jarのダブククリック 

２）ODFPoleFigure2(Tookit)->ODFAfterTools->ValueODFVFを選択 

 

 

 

 

 

 

 



４．ソフトウエアの使い方 

  極点図、再計算極点図の選択 

   測定間隔の指定 

    等角度、当面積の指定 

     結果のテキスト表示 

  

 Fileで ODF別ファイルを選択 

  

C:¥CTR¥DATA¥ODFPoleFigureデータを用いた場合 

５．ＬａｂｏＴｅｘの場合 

 Defocus補正なし 

LaboTex PFExportファイル指定 

 VFの場合、２つの Exportファイル指定 

 

TexTools作業ホルダ指定 

 

 

StandardODF作業ホルダ指定 

Rigaku-NEWODF 

 



  

 Ｒｐ％が大きい値を示すが、このままでは理由が分からない。 

 極点図のＥｘｐｏｒｔを行う。 

 

  

 

 

 

 

 

ValueODFVFで表示 



  

Defocus補正を行った場合 

  

  

 Defocus補正が不十分の場合、極点図の外周部分で入力極点図の極密度が低い事が分かります。 

 Defocusが不十分な場合、ODFPoleFigure2ソフトウエア（Ver3.35以降）で補正量の調整が 

 行えます。 

６．TexToolsの場合 



 ODF解析の Errorは ODF解析出力ファイルに登録される。 

  

 目標ｅｒｒｏｒが０．０１に対し、０．１６８３で有った事が登録されています。 

 ODF解析後、入力極点図と同一の再極点図を予め作成する。 

  

 入力極点図と同一指数で極点図を作成する 

  

  

 PolファイルとHPFファイルは対になっていなければなりません。 

ＴｅｘＴｏｏｌｓの比較(作業ホルダを選択する) 

入力極点図は 

 111,200,220,311 

再計算極点図は 

 111,200,2220,311 

で同一にしています。 



Defocus補正なし   

 

 

Defocus補正あり   

 

 

｛２００｝極点図に大きな違いが計算されているが、Cube方位が高い場合、｛２００｝極点図の 

他の方位位置が、相対的低くなるので、ｓｉｎの重みで計算する等面積で計算する。 

 

ＴｅｘＴｏｏｌｓを等面積で比較 



Defocus補正なし 

 

 

Defocus補正あり 

 

 

極点図の中心を外すと計算限界の値が{200}極点図に交互に出現している事が分かります。 

 

 

 

 

７．ＳｔａｎｄａｒｄＯＤＦの場合 



 ＳｔａｎｄａｒｄＯＤＦデータを比較する場合、C:¥ODFホルダが共通の為、解析結果が上書き 

   されます。StandardODFExportInportソフトウエアで作業領域を対して比較します。 

  

 ODF解析時の Errorは OUTPUT1ファイルに記録があります。 

 

 

 

 

 ValueODFVFは作業ホルダを指定する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



Defocusなしの場合 

{100}： {110}：  {111}：  {311}:  

 

Defocus補正ありの場合 

 {100}:  {110}:  {111}:  {311}:  

 

Defocusの補正量は ODF解析結果に影響します。 

StandardODFが計算している Errorでは、入力データの質は判断できないが、描画する事でハッキリします。 

 

 



８．ＬａｂｏＴｅｘのＶｏｌｕｍｅＦｒａｃｔｉｏｎ解析の場合 

Ver2.03は不具合があり、Ver2.04以降にアップして下さい。 

 

VolumeFractionから計算した ODF図も得られます。 

 

２つの ODF図から計算した再計算極点図をＥｘｐｏｒｔして比較します。ＶＦのファイル名は長くする 

       



 

 

 

 

ほぼ定量されている事が分かります。 

 

 

 

 

 

 

 

 



ＶｏｌｕｍｅａＦｒａｃｔｉｏｎ結果は、 

 

の解釈は、Ｃｕｂｅが３８．１％、｛０１３｝＜１００＞が７．２％、Ｇｏｓｓが１％であるが、 

Ａｔｈｅｒとして５３．６％あり、ｒａｎｄｏｍ方位と他に決まっていない方位が存在している事を 

示しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



９．ＮＥＷＯＤＦの場合 

 NEWODF解析では、ODFPoleFigure2ソフトウエアで解析結果を Rasファイルで作成し 

 NEWODFで ODF解析を行い、再計算極点図を Exportすれば評価が可能になります。 

 ODFPoleFigure2ソフトウエアを極点処理結果を Rasファイルに出力 

  

 処理結果のＲａｓファイルを直接 NEWODFで読み込みます。 

Defocus無しの場合 

 

 

入力極点図と再計算極点図 

 

再計算極点図を Export 

 

右下がりなので、ｄｅｏｃｕｓが足りない事が分かります。 



Defocus補正ありの場合 

 

 

 

 ±１．５％以内の範囲に収まる。 

  

 ＮＥＷＯＤＦで表示しているＲＰ因子のグラフ化で原因が特定出来ます。 

 

 

 

 

 

 

 



１０．ＲＤ－＞ＮＤ変換のＮＤ変換したＯＤＦ図とその VolumeFraction結果 

 RD->ND変換後の ODF図から VolumeFractionを計算する。 

 RD->ND変換 ODF図    VolumeFractionODF図 

  

 双方の ODF図から極点図を作成し、Ｅｘｐｏｒｔする。 

 Ｅｘｐｏｒｔするファイル名の文字数に関して,VolumeFractionの極点図ファイル名を多くする。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 ValueODFVF(Ver2.05以降)で２つの極点図を読み込む 

  

 Errorの大きさから、VolumeFractionが完了している事が確認出来ます。 

 

１１．ＬａｂｏＴｅｘの TPFファイルによる外部起動 

 Ver2.06以降で実現 

 ＣＴＲＯＤＦ向けの変更でオプション –TPF filename 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



１２．２次元検出器を用いた極点測定をＬａｂｏＴｅｘでＯＤＦ解析した場合のＲｐ％ 

 ２次元検出器を用いた極点測定の場合、極点データのｄｅｆｏｃｕｓ補正、データの繋ぎなど 

   繁雑な操作になりますが、特にデータの繋ぎではデータ繋ぎに極がない場合、上手接続出来ません。 

   このような場合、以下の手順が最適な操作方法と思われます。 

  １２．１Rigakuの 2DPで FEを解析する場合 

 極点図は(110),(200),(211)で、各イメージデータ測定を 0,5,25で測定した場合のファイル名を 

  極点図  あおり角度 作成指数 ファイル名 

  (110)  5   110  110-XXXX 

  (110)  25     220  220-XXXX 

         (110)  35     330  330-XXXX 

  (200)  0     200  200-XXXX 

  (200)          25     400  400-XXXX 

  (200)  35     600  600-XXXX 

  (211)  5   211         211-XXXX 

  (211)  25     422  422-XXXX 

  (211)  35     633  633-XXXX 

 とします。 

 作成指数とは 

   

  

 

 

 

 

 

 



 極点図の間隔は１ｄｅｇで行います。 

   

 

 作成するファイル名とは 

   

   

   上記で行います。 

 

 全ての極点図ファイルは（-XXXXは省きます） 

   

  ９個のファイルが作成されます。 



   １２．２ random試料から defocusファイルの作成 

  Random試料でも同一操作で同一名のファイルを作成します 

   

 ODFPoleFigure2ソフトウエアで ASC->TXT2変換を行い 

  

 作成される TXT2データ 

  

 

 

 

 

 

 

 



 Defocusとして登録 

  

 DEFOCUSファイルがと登録されます。 

  

 

  １２．３ 配向試料の defocus補正 

 配向試料を選択  ――＞   選択されたファイルが表示される。 

   

 Defous補正を設定して計算を行います。 

 

 

 

 



 １２．４ ＬａｂｏＴｅｘ向けＥＰＦファイルを作成 

  

  

 今回は Random補正なしで解析してみます。 

 

  

  

 



 １２．５ ＬａｂｏＴｅｘで読み込み 

  

 

 測定間隔 1deg->5degで 1/4対称 ODF解析 

  

 

   

１ｄｅｇ－＞５ｄｅｇ 

１／４対称 



 ODF解析における解析Ｅｒｒｏｒ Rp% 

  

 ODF図（ODFを Exportして GPODFDisplayで表示） 

  

  

 



 １２．６ 極点図をＥｘｐｏｒｔしてＲｐ％の細部を確認 

   入力極点図のデータ間隔が１ｄｅｇのため、間隔を５ｄｅｇとした後ファイル選択してください 

   Ver2.07以降、解析可能です。 

  

 各極点図に error要因があるようなので、defocus補正が必要である事が分かります。 

 

１３．外部起動 

 LaboTexの極点図を Exportしたファイル（TPF）ファイルから Rp%を計算表示するために使用 

 

 java  –jar  C:¥CTR¥bin¥ValueODFVF.jar  –TPF  ABSTPFFILE  STEP 

  STEPが指定されない場合、STEP=”5.0”と見なされます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



１４．ｐｏｐＬＡの場合 

  

 ｐｏｐｌＡ向けファイルを作成 

  

 ＰＦｔｏＯＤＦ３のバージョン８．２２以降 

 ＰＦｔｏＯＤＦ２のバージョン６．１５以降 

 ２つのファイルをｐｏｐＬＡホルダの C:¥Xにコピーする。 

 WIMV法では、.WPFファイルが作成される。 

 Hermonic法では、.FULファイルが作成される。 

 入力データ派．RAWファイルなので、 

  WIMVの場合、.RAWファイルと.WPFファイル 

  Hermonic法の場合、.RAWファイルと.FULファイルを同時に選択する。 

 

 

 

 

 

 



  

 

  

 

 

 

 

 

 



１５．入力極点図、再計算極点図、残差極点図の表示 

 PoleFigureDispにより極点図を表示 

  

 

  

 最大値を Input Max Intensに登録し、CounterDisplay 

 同様に、 Recakculate,Differwenceを表示 

   

 



 

 

 

 残差は入力極点図と再計算極点図の差の絶対値として表示しています。 

 

 ＶａｌｕｅＯＤＦＶＦを終了しても、ODFDisplayの画面は残ります。 

 各々個別に終了してください。 

 

 

 

 

 



１６．ＬａｂｏＴｅｘのＭｏｎｏｃｌｉｎｉｃなどの指数変換 

 ＬａｂｏＴｅｘの場合、ＰＦｔｏＯＤＦ３ソフトウエアで指数変換が行われる。 

 ＩＣＤＤ   ＬａｂｏＴｅｘ 

   

 ＬａｂｏＴｅｘから出力されるＴＰＦファイルは、ＬａｂｏＴｅｘ表示で扱われる・ 

 この極点図指数表示をＩＣＤＤ表示でおこなう場合以下の機能を使う。 

 

 材料を選択し 

  

  

 

 ｔｏＩＣＤＤを選択する。 

  

 2  

 

 

 

 

 



１７．ＭＴＥＸＯＤＦの場合 

 ＭＴＥＸでは再計算極点図をＥｘｐｏｒｔするには 

 極点図毎のファイルが作成される 

  

  

 複数ファイル指定によりＲｐ％が計算される。  

  

  



 ４指数の場合 

  

 ３指数として扱う 

  

 

 



１８．再計算ｄｅｆｏｃｕｓ処理 

 １８．１ 吸収を含まない場合 

  

選択されたデータからデ計算に使用するｄｅｆｏｃｕｓ曲線が計算される 

  

 ＯＤＦ解析に使用したＴＸＴ２データ（PFtoODF3への入力データ）を選択 

  

 再計算し、ODFFilesで PFtoODF3ソフトウエアにデータが渡される。 

 ODF計算する。 



   １８．２ 吸収を含む場合 

 高分子材料などでは、極点図の外側で密度がアップすることがあります。 

  

 このような場合、ｄｅｆｏｃｕｓ計算から補正吸収係数を計算し補正を行う。 

  

 ＯＤＦ入力ＴＸＴ２ファイルを選択し、再ｄｅｆｏｃｕｓ補正を行う。 

 

 

 



 

 変化の大きい極点図からｍｕ＊ｔを計算 

 

 ｍｕ＊ｔから極点図の吸収補正を行う。 

 

再度ＯＤＦ計算をおこなうため、ＰＦｔｏＯＤＦ３にデータを渡す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



９．ＴＸＴ２の場合 

 本機能は、シュミレーションなどの確認の為に作成した。 

 以下はｐｏｐＬＡソフトウエアの確認を行った。 

  

 ｉｎから逆ｄｅｆｏｃｕｓを行った。 

  

ＴＸＴ２の場合、ファイル名の長いデータを RecalculatedPoleFigure，短いデータを normalizedPoleFoigure 

 


